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月火星の縦孔と溶岩チューブと　その天窓となる縦孔を通しての探査

Lunar and Matian lava tubes and explorations to them through their

skylight holes
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　10年ほど前、火星探査機Mars Odyssey搭載のTHEMISによって取得された熱輻射データや、月探査機

SELENE（かぐや）搭載の地形カメラ画像データに、直径、深さ共に数10ｍから数100mにおよぶ縦孔が発見

された。これらは、溶岩チューブのような、火成活動によって形成された地下空洞に開いたSkylight「天

窓」と考えられている。その後、多くの溶岩チューブと関係があると思われる縦孔や陥没地形が、火星や月の

探査機によって得られた画像データにに見つかってきている。壊れていない溶岩チューブが月に存在すること

は、他にも、GRAILによる重力場データや、SELENE（かぐや）のレーダサウンディング観測によって示唆さ

れている。 

　月や火星の広大な大地形成に関する溶岩チューブの役割は科学的にも興味深いものであるが、まだこうした

研究は十分にはされきっていない。溶岩チューブや、それらに開いた天窓といえる縦孔は、火星や月の火成活

動史を調べるのに非常に優れた場所である。火星や月の溶岩チューブは、潜在的に微小隕石十爆撃や宇宙線放

射から人や機器を保護する潜在的に安全なシェルターとなることも期待される。これら理由から、今後数10年

にわたって、月や火星の溶岩チューブ探査は、各国の宇宙機関や民間企業によってもされていくであろう。 

　本講演では、最近の溶岩チューブの研究や、その探査について、述べる予定である。
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